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地震予知総合研究振興会（以下，振興会）では，従来の地震観測網が疎であった東北地方北部から北海道南西

部にかけて36点からなる地域地震観測網AS-netを整備し，2014年から当該地域の地震活動について震源決定

を行ってきた（野口・他，2016）．本発表では，2014-2020年の震源決定により蓄積された検測値を用いた

トモグラフィ解析による地下構造推定結果と，低周波地震を含む地域の地震活動との関連について述べる．

トモグラフィ解析では，二重走時差トモグラフィ法（Double Difference tomography, Zhang and Thurber

(2003)）を用いる．この手法で用いるP波およびS波の走時情報については，振興会の震源決定による検測値

と，気象庁一元化震源の検測値を用いる．両者に含まれる観測点は合計165点となる．観測点振興会について

は2014-2020年の3,514地震，一元化震源については2000-2013年の4,832地震の読み取り値を使用する．こ

れらによるP検測値は合わせて365,324，S検測値は同312,652となる．なお，振興会の震源決定対象領域は陸

域下の狭い範囲なので，一元化震源は特に太平洋沖を含む広い範囲の地震を使用する．

解析の結果，推定された地下構造と，地殻内地震の分布や重力異常分布との関連がいくつかみられた．いくつ

かの地殻内地震活動は，地表付近の低速度異常領域とその下の領域の境界面からすぐ下に分布していた．ま

た，浅部（深さ5 km）の速度異常分布は重力異常分布とよく対応しており，堆積層による走時遅れを反映して

いると考えられる．

また，対象地域にはいくつか低周波地震活動があり，八甲田山や岩木山など火山に関連するものの他，下風呂

など非火山性のものもある．また，函館市鶴野付近の低周波地震活動は，浅部低周波地震も伴うなど注目され

ている（Yoshida et al., 2020）．なお，本研究の対象領域に隣接（一部重複）する北海道南西部におい

て，Shiina et al. (2018)はトモグラフィ解析を用いて地殻内地震と深部低周波地震の発生メカニズムを考察し

ている．本発表でも，Shiina et al. (2018)の結果と比較しつつ，地下速度構造と低周波地震活動との関連に焦

点を当てる予定である．
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